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　起業教育の一環として、協定締結校である中国北京市の中央財経大学と日
中国際起業教育シンポジウムを実施して参りました。同シンポジウムでは起
業や起業教育に関するトピックを議題として、2006年の第１回目の開催以降、
大阪と北京で隔年開催されています。自身の研究結果をまとめ、発表をする
ことでプレゼンテーション能力を養えるだけでなく、中央財経大学学生との
交流を通じて異文化交流も行えます。このシンポジウムをきっかけに留学を
志す学生も多く、留学成果として英語でプレゼンテーションを実施する学生
もいます。同シンポジウムはコロナ禍の2019年から2022年は開催が見送られ、
昨年の2023年にオンラインにて開催され、今年度は５年ぶりの対面開催とな
り、11月12日（火）に本学で実施しました。
　本学では学内で研究発表者を募集し、６組の応募があり、５組を選出。研
究発表者決定後に担当教員の指導及び４回にわたるリハーサルを行い教員と
学生で発表内容の意見交換、ブラッシュアップを実施。
　そして、11月２日（土）に結団式を執り行い研究発表者による自己紹介な
らびに発表要旨報告があり、孫副学長・総合交流センター長から激励の言葉
が掛けられました。
　発表はそれぞれ通訳込みの20分間、英語での発表は通訳なしの10分間で行
われました。
　そして、本学の発表は中央財経大学、中央財経大学の発表は本学が評価を
行い、両大学から優秀研究報告者を選出して表彰いたしました。
　また、シンポジウム前日の11日（月）にシェラトン都ホテル大阪にて歓迎
宴を開催。当日はシンポジウム終了後に本学S-terrace（学生食堂）にて交流
パーティーが執り行われ教職員、学生ともに交流が深まりました。

■優秀研究報告者
本学報告者
吉田　龍斗（経営学科４年）
テーマ：�トレカマーケットフェス事
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受 賞 作 品 一 覧

学長賞

●経営学科２年　　　大西凛華　　「底開き花瓶」
アイディア名は、「底開き花瓶」です。この商品は、名前の通り、“従来の花瓶の底が開く”という
とてもシンプルな商品です。この商品を考えたきっかけは、母親が「底が開く花瓶とかはどう？」
と言ってくれたのがきっかけでした。その理由が、生け花を家で飾っていて、そのお花から「洗わ
ないことによる悪臭」・「花瓶の底に溜まったぬめり」があったからです。そこで、考えたのが、底
が開くことによって、洗うこともでき・ぬめりも解消できる「底開き花瓶」です。

副学長賞 ●商学科３年　　　　森本都生　　「全面保護型ブックカバー」

東大阪商工会議所
会頭賞 ●商学科２年　　　　水時優聖　　「品切れ報告システム」

NPO法人
東大阪地域活性化
支援機構理事長賞

●経営学科４年　　　松本　陸　　「目視くん」

優秀賞

●商学科２年　　　　工藤瑚花　　「キャリーケースと圧縮袋が合体?!」
●商学科２年　　　　中村朱花　　「一人でファスナーを上げられるベルト」
●商学科２年　　　　西村明日香　「放り込みレシートボックス」
●公共学科３年　　　山口赳留　　「万代フードギャラリー」

企業賞 ●経営学科２年　　　瑞慶覧長太　「最後まで使えるキレイボトル」
●商学科３年　　　　堀内智貴　　「万代フードギャラリー」

オーディエンス賞 ●商学科２年　　　　水時優聖　　「品切れ報告システム」
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中央財経大学報告者
张　思扬

（商学院マーケティング専攻４年）
テーマ：�Huixin Rainbow Bridge-

-Intelligent platform of 
mental health in colleges

　　　　（慧心虹橋 －大学心理健康
数智化プラットフォーム－）

■研究報告一覧
第１セッション
コーディネーター：
　村上　義昭 教授
中央財経大学報告者：陈　思锦

　（商学院マーケティング専攻４年）
テーマ：�オーバーウォッチリーグの落下

〈通訳〉楊　華 教授、趙　媛 職員

本学報告者：弓場　駿輝（経営学科OBPコース２年）
テーマ：「バーチャルマーケット」の魅力分析
　　　～（株）HIKKYが運営するプラットフォームについて～

〈通訳〉孫　飛舟 副学長・総合交流センター長 教授

第２セッション（11：00 ～ 11：30）※英語セッション
コーディネーター：梅野　巨利 教授
本学報告者：李　詩穏（経済学科 GETコース３年）
　　　　　　髙畑　有加（公共学科 GETコース３年）
テーマ：�Kikkoman’s Strategy Soy Sauce；Comparative analysis of  the U.S. 

and Chinese markets
　　　　（キッコーマン醤油の海外戦略に関する米中比較分析）

中央財経大学報告者：张　思扬（商学院マーケティング専攻 4年）
テーマ：�Huixin Rainbow Bridge--Intelligent platform of mental health in 

colleges
　　　　（慧心虹橋 －大学心理健康数智化プラットフォーム－）

第３セッション
コーディネーター：深沼　光 教授
中央財経大学報告者：赖　若然（経済学院国民経済マネジメント専攻４年）
テーマ：小石小木人工知能ワークフロープラットフォーム

〈通訳〉楊　華 教授、趙　媛 職員

本学報告者：張　曦文（地域経済政策専攻 博士前期課程１年）
テーマ：中国の「社区養老」モデルの可能性
　　　　―時間銀行の事例を手掛かりに―

〈通訳〉閻　和平 教授

第４セッション
コーディネーター：北室　康一 准教授（経営学科主任・起業教育副委員長）
本学報告者：吉田　龍斗（経営学科４年）
テーマ：トレカマーケットフェス事業実施報告

〈通訳〉孫　飛舟 副学長・総合交流センター長 教授

中央財経大学報告者：李　佳莉（商学院マーケティング専攻４年）
テーマ：医鍵リサイクル　－スマート医療廃棄物リサイクル処理

〈通訳〉楊　華 教授、趙　媛 職員

第５セッション
コーディネーター：北室　康一 准教授（経営学科主任・起業教育副委員長）
中央財経大学報告者：邱　宇菲（商学院マーケティング専攻４年）
テーマ：価値チェーン理論に基づく消費級ドローンの国際戦略分析
　　　　－大疆を例に－

〈通訳〉楊　華 教授、趙　媛 職員

本学報告者：森本　都生（商学科OBPコース３年）
　　　　　　秦　美羽（商学科３年）
テーマ：離島移住を促進させる新規マーケティング

〈通訳〉閻　和平 教授
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　私たちが、新たな仕事や行動に向かうとき、過去に経験があるかないかで
取り組む時の気持ちや姿勢は大きく変わる。経験があれば、何となくイメー
ジがわき、展開の予想もつくので安心できるが、逆に経験がないと取り組み
方もわからず、常に不安を感じながら向き合うことになる。こうした場合、
経験は強い味方ということになる。

　一般的に、大多数の人が経験を信頼している。自ら経験したことが、好み
を決め、直感力を養い、意思決定の道しるべとなっている。経験は大切な教
師であってその教訓はいつまでも自分の見方になってくれる。どんな社会で
も経験は尊ばれる。誰もが経験豊富な医師、弁護士、政治家、経営者を求め
る。経験は豊かであればあるほど望ましいものといえる。

　しかし、一方で経験に頼りすぎると、経験が授けてくれる「知識」のせい
で、本当は思慮不足なのに、知恵者になったような気になってしまうことも
ある。経験のバイアスがかかり、経験に基づく教えが、意思決定や判断を誤
らせ、時として致命的な結果をもたらしうるという事実は、私たち人間が物
事を学んだり考えたりする上で由々しき問題となっている。

〇　経験のメリット
　　・無意識のうちに学べる　　　　　　・迅速に学べる
　　・心強い味方になる　　　　　　　　・永続性がある
　　・他者の経験からも学ぶことができる

「経験バイアス　ときに経験は意思決
定の敵となる」

著者：エムレ・ソイヤー
　　　ロビン・Ｍ・ホガース
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